
は じ め に 

 

近年、グローバル化や情報化の進展とともに、社会が急激に変容する中で、子供たち

を取り巻く環境も大きく変化し、それに伴い児童生徒の健康課題も多様化、複雑化して

います。このような健康課題の解決を図るためにも、学校における健康教育は重要な役

割を担っています。 

また、新型コロナウイルス感染症への対応という、かつて経験したことのない事態に

直面しています。学校現場にも大きな影響を与え、先生方におかれましては、日々目の

前にいる子供たちへ御対応いただいていることと拝察いたします。 

がんについては、生涯のうち二人に一人がかかるといわれる中、がんそのものの理解

やがん患者に対する正しい認識を深める教育は、まだまだ不十分であり課題であると指

摘されております。この課題解決のためには、学校教育を通じて、がんについて学ぶこ

とにより、健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることがで

きる児童生徒を育成することが必要であります。 

また、埼玉県がん対策推進条例が平成２５年１２月２４日に公布・施行され、その中

でも、学校において、がんの予防の推進を図るため、児童生徒ががんに関する正しい知

識について理解を深めるための教育に関する施策が講じられ、学校における健康教育に

おいて、がんを取り上げた教育を推進することは、大変重要であると考えます。 

さらに、平成２９年３月に小学校及び中学校、平成３０年３月に高等学校の学習指導

要領がそれぞれ改訂され、中学校及び高等学校においては、新たにがんについても取り

扱うことが明記されたことからも、新学習指導要領に対応したがん教育の普及・啓発が

必要となりました。 

こうした中、埼玉県教育委員会では平成２７年度から、文部科学省の委託事業を受け、

「がん教育総合支援事業」を実施しております。 

具体的な取組としては、学識経験者、がん専門医、がん経験者を含めた「がん教育推

進連絡協議会」を立ち上げ、本県のがん教育の推進に向けた指導・助言をいただきなが

ら、教職員を対象とした「がん教育指導者研修会」や小学校・中学校・高等学校のモデ

ル校における「がん教育授業研究会」を開催いたしました。 

 本報告書は、「がん教育総合支援事業」における令和２年度の取組の概要や成果等につ

いてまとめております。すべての学校において、掲載しております指導実践例等を活用

していただき、教職員の共通理解の下、家庭や地域の専門機関等と連携を図りながら、

がん教育の充実が図られることを期待しております。 

 結びに、本事業の円滑な推進に御尽力いただきました、一般社団法人埼玉県医師会、

埼玉県公立小学校校長会、埼玉県中学校長会、埼玉県高等学校長協会、さらには授業を

御提供くださいました上里町教育委員会、上里町立長幡小学校、川口市教育委員会、川

口市立戸塚中学校、県立栗橋北彩高等学校をはじめ各関係機関、団体の皆様に深く感謝

申し上げ、御礼とさせていただきます。 

 

令和３年２月 

 

  埼玉県教育局県立学校部参事兼保健体育課長 

     伊藤 治也 
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Ⅰ 令和２年度 埼玉県「がん教育総合支援事業」について 

１ 趣 旨 

学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、

命の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、本県では、学

校におけるがん教育の推進を図るため、文部科学省委託「がん教育総合支援事業」を実

施する。 

学識経験者や医療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設置し、「がん教育

に関する計画」の作成等に対し指導・助言を行うことで、学校におけるより効果的なが

ん教育の在り方について検討を行っていく。 

 

２ 事業内容  

（１）がん教育推進連絡協議会の開催 

（２）がん教育指導者研修会の開催 

（３）がん教育授業研究会の開催 

 

３ 実施内容 

（１）連絡協議会について（年２回開催） 

   がん教育の推進を図るための「がん教育に関する計画」に対し指導・助言を行う。 

 ア 第１回協議会（がん教育の推進に向けた計画の検討） 

    日時 令和２年７月１７日（金）午後２時３０分～  

    会場 知事公館 中会議室 

   ○令和２年度「がん教育総合支援事業」実施要項について 

    ・がん教育推進連絡協議会について 

    ・がん教育指導者研修会について 

    ・がん教育授業研究会について 

   ○がん教育における外部指導者の活用について 

  イ 第２回協議会（がん教育に関する計画の検証・成果報告） 

    日時 令和３年１月１５日（金）午後２時３０分～  

       ※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、書面会議とした。 

     

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について  

   ○ 効果の検証 

    

※ がん教育推進連絡協議会に報告された実施結果を冊子にまとめ、県内の市町村教 

  育委員会、県立学校等へ配布 

 

（２）がん教育指導者研修会について 

    学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心をもち、正し  

   く理解し、適切な態度や行動ができる児童生徒を育成し、がん教育を推進していく。 

   教職員・外部指導者を対象とした「がん教育指導者研修会」を開催し、効果的な 

  がん教育の在り方について研修を行う。 
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  ア 日 時  令和２年１０月１３日（火）午後１時～ 

   イ 会 場  さいたま市民会館うらわ ホール 

   ウ 対 象  県内公立小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校の教 

          職員、市町村教育委員会指導主事、外部指導者 

   エ 内 容 

   （ア）行政説明 県教育局県立学校部保健体育課 

   （イ）実践発表 令和元年度モデル校 

           小学校実践校  川越市立霞ケ関小学校 山中 雄一 教諭 

                              嶋田 恵美子教諭 

                              加藤 佳代 養護教諭 

           中学校実践校  深谷市立川本中学校  石山 絵理 教諭 

                              杤原 若葉 養護教諭 

           高等学校実践校 県立志木高等学校   櫻田 和美 教諭 

    （ウ）講 演『学校におけるがん教育について』 

         講師 埼玉医科大学総合医療センター 教授 儀賀 理暁 氏 

                   

（３）がん教育授業研究会について 
   小学校、中学校、及び高等学校において「がん教育授業研究会」を開催し、効果的  

な指導方法の検討と授業モデルの普及と指導参考資料の作成を行う。 
   【テーマ】 「がんに関する指導の充実を図るための工夫について」 
   【指導内容】 ア がんとは、がんの要因 
          イ がんの種類とその経過 
          ウ 我が国のがんの状況 
          エ がんの予防 
          オ がんの早期発見・がん検診 
          カ がんの治療法 

          キ がん治療における緩和ケア 
          ク がん患者の生活の質 
          ケ がん患者への理解と共生 
 
  ア 小学校授業研究会 
  （ア） 日 時    令和２年１１月６日（金） 
  （イ） 参加者    近隣４市町公立小・中学校教職員等 
  （ウ） 会 場    上里町立長幡小学校 
  （エ） 授業者    矢内 里美 教諭 

  （オ） 題 材    特別活動「健康と命の大切さ」 

             ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
 
  イ 中学校授業研究会 

  （ア） 日 時    令和２年１１月１９日（木） 
  （イ） 参加者    指導者、来賓、学校関係者 
  （ウ） 会 場    川口市立戸塚中学校 
  （エ） 授業者    川俣 泰幸 教諭 

   （オ） 単 元    保健体育（保健分野） 

             「（１）健康な生活と疾病の予防」 

               （ウ）生活行動・生活習慣と健康 
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  ウ 高等学校授業研究会 

  （ア） 日 時    令和２年１０月２３日（金） 

  （イ） 参加者    県内公立高等学校教職員 

  （ウ） 会 場    県立栗橋北彩高等学校 

  （エ） 授業者    黒﨑 直樹 教諭 

  （オ） 単 元    保健体育（科目保健） 

             （１）「現代社会と健康」 

                イ 健康の保持増進と疾病の予防  

                （ア）生活習慣病と日常の生活行動 

 

（４）効果的な指導方法の実践研究 

  ・発達の段階に応じた効果的ながんに関する指導を行うための指導方法の実践研究 

   （「がん教育」における小・中・高の系統的な保健教育の実践研究を行う。）  

  ・教科等横断的ながん教育の提案 

  ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 

４ 他部局・他機関との連携 

（１）保健医療部疾病対策課と連携し、「出前講座」及び「がん教育外部講師活用につい 

   て」を実施した。 

（２）埼玉県がん教育外部指導者研修会の開催 

    ※例年２月に開催しているが、昨今の新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、本  

    年度は中止とした。 

（３）埼玉医科大学総合医療センター ＳＭＣがん教育セミナー 後援 

    ※例年８月に開催していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、本 

    年度は中止とした。 

 

５ 事業の成果 

   学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、

命の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、学識経験者や

医療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設置し、「がん教育に関する計画」

の作成等に対し指導・助言を行うことで、学校におけるより効果的ながん教育の在り方

について理解を深め、県内への啓発を図ることができた。 

 (１) 「 がん教育 」指導者研修会 

   ア がんに関する指導に携わる教職員のがんに対する正しい知識と意識の向上、及  

    び学校におけるがんに関する指導の充実を図るための研修会を実施したことで、 

    がん教育の必要性が理解され、実践例や指導教材等の普及啓発ができた。 

   イ 行政説明の中で、学校におけるがんに関する内容の教育課程への位置付け例を 

    挙げ、学校におけるがん教育の具体的な方向性を示すことができた。 

   ウ 埼玉医科大学総合医療センター教授 儀賀 理暁 氏による講演『学校におけ 

    るがん教育について』により、学校における外部講師によるがん教育の考え方や 

    進め方について、また儀賀先生の「教員と外部講師の役割の違いに気付いていた  

    だけたら。」との思いから、より実践的な内容のお話をいただき、理解を深める 

    ことができた。 
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 （２）授業研究会について  

   ア 発達の段階に応じた適切な指導の在り方について検討を重ね、授業研究会で効 

    果的な指導方法について提案できた。 

   イ モデル校として新学習指導要領の全面実施に向けて、がん教育を進めることが 

    できるよう、保健体育の保健分野、科目保健で授業案を検討することができた。 

    その結果、各学校での実践の参考となる指導案及びワークシート等の指導資料を 

    作成することができた。 

   ウ 文部科学省作成の指導教材参考資料を活用した授業展開を検討し、普及・推進    

    を図ることができた。 

   エ 小学校のモデル校では、児童に「がんについて正しく理解することができる」 

    「健康と命の大切さについて主体的に考えることができる」という２点について 

    教科等横断的な視点から、体育科保健領域「病気の予防」と、総合的な学習の時 

    間、特別活動を通して身に付けさせる授業計画で行った。授業の中で、校長先生 

    がゲストティーチャーの役割を担い、実母をがんで亡くした経験について説話を 

    行った。 

   オ 中学校のモデル校では、令和３年度の新学習指導要領全面実施に向けて、中学 

    ２年生で、本単元を扱った。がんについて正しく理解することや、健康と命の大 

    切さについて主体的に考えることができるようにするために、自分の考えを仲間 

    の前で発表したり、他者の考えを聞いて共感する場面を設定したりすることによ 

    って、自分の考えや知識を深めることができた。事後指導としてがん専門医を外 

    部講師として招き、自他の健康と命の大切さについて学ぶことができた。 

     事後指導を担当する外部講師が、公開授業も参観し、前時の学習の進度を把握  

    していたため、つながりのある指導を行うことができた。 

   カ 高等学校のモデル校では、２時間扱いでがんに関する内容を扱った。１時間目 

    はがんに関する基礎的・基本的な知識を一斉教授型の授業スタイルで習得させた。 

    ２時間目は、１時間目に学習した内容を踏まえ「がんは誰でも罹る可能性がある」 

    ということをベースに予防に向けた話し合い活動を行い、大切な人への手紙を書 

    くことで、今後にとるべき行動を考えさせることができた。 

  

 （３）外部機関・外部講師との連携について  

   ア 授業研究会の事後指導の中で、がん専門医等を外部講師として招き、授業を行 

    ったことで、児童生徒の心に響く、効果的ながん教育を推進することができた。 

   イ 本年度より新たに始めた「がん教育外部講師の活用について」では、県内小・ 

    中学校からの依頼があり、保健医療部疾病対策課と連携し、講師を派遣すること 

    ができた。 

 

 ６ 課題 

 （１）各学校の教育課程への位置付けの明確化 

    ア 平成２９年３月に小・中学校の新学習指導要領が、平成３０年３月に新高等学  

    校学習指導要領が改訂され、がんに関する内容が明確に示されたことから、学習 

    指導要領全面実施、年次進行実施に向けてがん教育をすべての学校で指導してい 

    くことを周知する。 

     イ がん教育の目標を達成するためには、保健体育の保健の学習では、がんに対す 

    る正しい知識を身に付けさせ、関連教科等を通じて、健康と命の大切さ、がん患 

    者への正しい理解について実施していくことが必要である。体育・保健体育の保 
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    健の学習を中核に他の教育活動と連携した指導について、モデルとなるような取 

    組を継続し、提案していくことが課題である。 

   ウ  指導方法については、小・中・高の系統性を踏まえ、どの学校でも取り組める 

    ような指導計画及び資料の作成を研究していく。 

 

 （２）外部講師の活用について 

   ア  保健医療部疾病対策課のがんに関する「出前講座」は、引き続き連携を取りな 

    がら協力していく。 

   イ 「保健」の授業で活用したい外部講師の選定・依頼・派遣については、県保健 

    医療部疾病対策課と連携して、がん拠点病院・指定病院等の医師や、がん患者会、 

    がん経験者等を学校に派遣できる体制を構築している。昨年度同様、出前講座や 

    授業研究会への見学研修を実施し、外部講師のリストを作成していく。 

   ウ 外部講師の育成のため、学校教職員対象の「がん教育指導者研修会」への参加 

    を促していく。 

 

 （３）研修会等の充実と普及・推進   

    ア 児童生徒にがんについての正しい知識を習得させるためにも、教職員ががん教 

    育についての理解を深める必要がある。そのためにも指導者研修会を充実させ、 

    養護教諭のみならず、実際に授業を行う保健体育科教諭等に研修会への積極的参 

    加を呼びかけていく必要がある。また、参考となる指導案や指導教材などを情報 

    提供し、どの学校でもがん教育を推進できる環境を整える必要がある。 

   イ  がん教育の取組を、県内各地に偏りなく各学校で実践していくために、モデル  

    校の選定を行い、がん教育指導者研修会や授業研究会の場を活用し、普及・推進 

    していく｡ 

 

７ 令和３年度の事業について 

 （１） がん教育推進連絡協議会の実施 (継続） 

   ア 日 時 

    （ア）第１回 協議会 令和３年７月１６日（金）※予定 

    （イ）第２回 協議会 令和４年１月１４日（金）※予定 

   イ 内 容 

    （ア）本県のがん教育推進に向けた計画の検討  
    （イ）本県のがん教育に関する計画の検証・成果報告 
 
 （２） がん教育指導者研修会の実施 （継続） 

     がんに関する指導を行う教職員の資質向上を図るため、研修会を実施していく。 
   ア 日 時 
      令和３年９月１５日（水） 
    イ 内 容 
   （ア）行政説明  
    （イ）実践事例発表 
          （小学校） 上里町立長幡小学校 
            （中学校） 川口市立戸塚中学校 
          （高等学校）県立栗橋北彩高等学校 
    （ウ）講  演  
      筑波大学  名誉教授  野津 有司 氏 
       演題 「 未定 」 
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 （３） がん教育授業研究会の実施 （継続） 

    ア 指導内容について 

    （ア）がんについて正しく理解することができるようにする。 

       ・保健体育（保健教育）の充実を図る。 

     ・県の目標：学習指導要領完全実施までに保健体育の「保健」の授業で 100％ 

      実施を目指す。 

   （イ）健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。 

     ・特別活動・道徳・総合的な学習の時間等、学校教育全体を通じて指導を行う。 

    （ウ）授業検討委員会を設置し、発達の段階を踏まえた指導すべき内容について、   

          さらに検討を重ねるとともに、系統性を踏まえた指導計画を作成する。 

   イ モデル校について 

     モデル校（市町村教育委員会）の選定については、東西南北の地域のバランス

を考慮し、実施していく。 
 
 （４） 外部講師の活用について 

   ア 医師・がん経験者等を対象とした「埼玉県がん教育外部指導者研修会」を開催

する。その際、外部講師による授業の映像を見せるなど、より実践的な内容にな

るよう工夫する。また、開催をオンラインで行うことについても検討する。 

   イ 学校から、がん教育の外部講師の派遣依頼があった場合については、県保健医

療部疾病対策課と連携して、がん拠点病院・指定病院等の医師や、がん患者会、

がん経験者等を学校に派遣できる体制づくりを整備する。また、現在疾病対策課

で行っている講師の選定について、部分的に拠点病院へ移行していくことを検討

する。 

   ウ がん教育授業研究会において、小・中・高等学校のいずれかの校種で、公開授

業と外部講師による事後指導を組み合わせたモデル授業を実施する。 

   エ がん教育授業研究会や外部講師による事後指導について、がん拠点病院・指定

病院の医師や、がん患者会、がん経験者が参加できるよう工夫する。 

 

 （５）関係機関との連携 

    県教育委員会と医療機関が連携した研修会を次年度も計画していく。 

   ア 文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」を受託し、引き続きがん教育の

推進を図っていく。 

   イ がん教育推進連絡協議会は、今年度と同様２回開催し、本県のがん教育推進の

ための計画、方向性、普及の仕方を検討し、各委員から指導・助言をいただくこ

とで推進を図っていく。なお、委員の人選については、各関係団体に依頼する。 
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Ⅱ 令和２年度埼玉県がん教育指導者研修会 

 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

 

令和２年度埼玉県がん教育指導者研修会開催要項 
 

１ 趣  旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対

する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようにすること

が必要である。 

学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、その必要性を十分理解し、学習指

導の実践研究、普及啓発が行われるよう研修会を開催する。 

 

２ 開催日時 

令和２年１０月１３日（火） 午後１時１５分から午後４時３０分 

（受付：午後１時～） 

 

３ 会  場 

さいたま市民会館うらわ ホール 

さいたま市浦和区仲町二丁目１０－２２ 

電話 ０４８－８２２－７１０１ 

 

４ 主  催 

埼玉県教育委員会 

 

５ 参加対象者 

（１）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校において、がん教育を

行う教員（体育・保健体育担当教職員等） 

（２）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に勤務する管理職及び

教職員 

（３）市町村教育委員会の指導主事等 

（４）学校医等及び外部指導者（医療従事者、がん経験者等） 

 ※本年度は、会場収容人員を半数にするため、参加人数を制限して行う。 

 
６ 日  程 

13:00 13:15 13:20     13:35           14:35  14:45              16:15 16:25 16:30 

受 

 

 

付 

開 

会 

行 

事 

 

行政説明 

１５分 

 

実践事例発表 

６０分 

 

休憩 

 

 

 

講 演 

９０分 

質

疑

応

答 

 閉 

 会 

 行 

 事 
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７ 内  容 

（１）行政説明    

   県教育局県立学校部保健体育課         指導主事 猿橋 武司 

 

（２）実践事例発表 

  ・小学校指導事例  第６学年 特別活動(2) ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

            「健康と命の大切さ」 

              川越市立霞ケ関小学校  教  諭 山中 雄一 

                          教  諭 嶋田 恵美子 

                          養護教諭 加藤 佳代 

  ・中学校指導事例  第３学年 保健体育（保健分野） 

            「健康な生活と疾病の予防」 イ 生活行動・生活習慣と健康 

              深谷市立川本中学校   教  諭 石山 絵理 

  ・高等学校指導事例 第１学年 保健体育（科目保健） 

            「現代社会と健康」イ 健康の保持増進と疾病の予防 

              県立志木高等学校    教  諭 櫻田 和美 

 

（３）講 演 

   「学校におけるがん教育について」 

     講 師  埼玉医科大学総合医療センター   教授   儀賀 理暁 氏 
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Ø

Tali Sharot

Dept. of Experimental Psychology. University College London

Maiko: Did you walk to Mary’s house from here in this 

hot weather?

Henry: Yes, I was very thirsty when I arrived. So 

drink.

asked   cold   for   I   something   to
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C.B.Frey and M.A.Osborne 2013
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Ⅲ 令和２年度埼玉県がん教育授業研究会 

１ 上里町立長幡小学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和２年度埼玉県「がん教育」授業研究会(小学校)実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 
 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 

３ 期  日  令和２年１１月６日（金） 
 

４ 会  場  上里町立長幡小学校   

児玉郡上里町藤木戸１４５番地 
 

５ 参加対象者  小・中学校教職員（教諭、養護教諭、保健主事等）及び指導主事 
         

６ 日  程 

（１）受  付 午後１時１０分～         （体育館） 

（２）全 体 会 午後１時３０分～午後１時５０分  （体育館） 

（３）公開授業 午後２時００分～午後２時４５分  （体育館） 

（４）研究協議 午後３時０５分～午後４時３０分  （体育館） 
 

７ 公開授業 

学年 授業者 題  材 

６年  矢内 里美 教諭 

特別活動 

「健康と命の大切さ」 

 ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 

８ 指導者及び役員 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  参事兼課長   伊藤 治也 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  主席指導主事   新井 克仁 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   猿橋 武司 

  埼 玉 県 教 育 局 北 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   阿久津広真 

  上里町教育委員会学校教育指導室  指 導 主 事   櫻井 達夫 

 ○埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      教      授   儀賀 理暁 

  深 谷 市 立 深 谷 西 小 学 校      教 諭   栗田  顕 

  所 沢 市 立 安 松 小 学 校      養 護 教 諭   小林 牧葉 

  県立けやき特別支援学 校      養 護 教 諭   川端 奏子 
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第６学年１組 学級活動（２）指導案 

 

                                             令和２年１１月６日（金） 第５校時 

                                                            場 所   体 育 館 

                                                            指 導 者   矢 内 里 美 

 

１ 題材名『健康と命の大切さ』 （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全                   

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

（１）児童の実態 

   児童はこれまでに、体育科保健領域の学習「病気の予防」において、病気は、病原体、体の抵抗

力、生活行動、環境などが関わりあって起こること、その予防のために、適切な運動、食事、休養

及び睡眠をとることなどによって、体の抵抗力を高めておく必要があることを学習してきた。また、

病気によって、それぞれ予防の仕方が異なってくることについても学んできている。さらに、日本

人の死因第１位である「がん」についても、「小学校版がん教育プログラム(文部科学省) 

」を活用したり、調べ学習をしたり、学級内で意見交換したりすることを通して、理解を深めてき

た。 

   事前アンケートの結果からは、健康な生活を送るためには、がんについての学習が重要であると

考えている児童が多くいることがわかる。また「がんは誰もがかかる可能性のある病気である。」

との問いに８６%の児童が「正しい」と答えており、がんについてある程度の知識をもっているこ

とがわかった。しかし、自分はがんにならないと約半数の児童が答え、「がんになっても生活の質

を高めることができる。」の問いには、半数以上の児童が、「どちらかといえばそう思わない。」

「そう思わない。」と答えている。また、保健の学習をする前の児童は、「がんは日本人の死因の

第２位である。」の問いに対して５割以上の児童が誤った回答をしていた。このことから、がんを

身近な問題としてとらえている児童が少ないといえる。 

     本学級の児童は、日頃から男女仲良くグループで学習を進めることができることから、これまで

自分事として考えていなかった本題材においても、活発な話し合い活動などを通して一人一人が

「がん」を身近な問題として捉え、健康と命の大切さについて主体的に考え、「がん」について正

しく理解できるようになることが期待できる。 

 

事前のアンケートの詳しい結果は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前アンケート（記述式）                              令和２年６月実施 ２１名 

 〇あなたが「がんについて知っていること」を書いてみましょう。 

    ・がんという病気が「命に危険のある治せない病気である」と考えている児童が５２%と多い。 

  ・がんには様々な種類がある事を知っている児童が７６%とほとんどの児童が知っている。 

  ・がんの要因として、「たばこを吸う」をあげている児童が４３%と約半数である。 

  ・がんという病気について「知らない」と答えた児童が１名いた。 

 

                                                             令和２年７月実施 ２１名 

（１）がんについての以下の質問について、当てはまるものに〇を付けてください 
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質問 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう 

思わない 

ａ がんの学習は、健康な生活を送るために重要だ。 ８１% １９% ０% ０% 

ｂ がんの学習は、健康な生活を送るために役に立つ。 ７６% ２４% ０% ０% 

（２）がんについての以下の質問について、当てはまるものに〇を付けてください。 

 質問 正しい 誤り 

ａ （ア）がんは、誰もがかかる可能性のある病気である。 ８６% １４% 

ｂ 

 

（イ）がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、

命を失ったりすることがある。 

９５% 

 

５% 

 

ｃ （ウ）がんは日本人の死因の第２位である。 ５７% ４３% 

ｄ 

 

（エ）たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること、適度

な運動をすることなどによって、予防できるがんもある。 

８１% 

 

１９% 

 

ｅ （オ）早期発見すれば、がんは治りやすい。 ８１% １９% 

ｆ （オ）体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくても良い。 ２４% ７６% 

ｇ （カ）がんの治療法には手術治療しかない。 １０% ９０% 

ｈ （キ）がんの痛みは我慢するしかない。 ２４% ７６% 

（３）がんについての以下の質問について、当てはまるものに〇を付けてください。 

 

 

 

質問 そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思う 

どちらかと 

いえば 

そう思わない 

そう 

思わない 

ａ （ア）自分はがんにならないと思う。 １９% ２４% ２９% ２８% 

ｂ （エ）将来、たばこは吸わないでいようと思う。 ９１% ０% ０% ９% 

ｃ 

 

 

（エ）日頃から、バランスの良い食事や適度な運動

を行うなど健康なからだづくりに取り組   

もうと思う。 

 

８６% 

 

 

９% 

 

 

５% 

 

 

０% 

 

ｄ 

 

（オ）がん検診を受けられる年齢になったら、検診

を受けようと思う。 

６７% 

 

２４% 

 

５% 

 

４% 

 

ｅ 

 

（カ）がんの治療方法はいくつかあるが、医師が決

めるものである。 

４３% 

 

３８% 

 

９% 

 

１０% 

 

ｆ 

 

（ク）がんになっても生活の質を高めることがで 

きる。 

２４% 

 

２４% 

 

１９% 

 

３３% 

 

ｇ 

 

（ケ）がんになっている人も過ごしやすい世の中に

したい。 

８１% 

 

１４% 

 

５% 

 

０% 

 

ｈ 

 

（コ）がんと健康について、まずは身近な家族から語ろう

と思う。 

５７% 

 

３３% 

 

５% 

 

５% 

 

ｉ （コ）家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 １００ % ０% ０% ０% 

ｊ 

 

（コ）長生きをするために、健康な体づくりに取り組もう

と思う。 

９５% 

 

５% 

 

０% 

 

０% 
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（２）題材設定の理由 

１９８１年より日本人の死因の第１位はがんであり、生涯でがんに罹患する確率は、男性６５．

５％、 女性５０．２％に達している。今日においては、日本人の２人に１人はがんにかかり、３人

に１人はがんで亡くなるといわれている。こうしたことから、がんは国民の生命と健康にとって重大

な問題であり、健康に関する国民の基礎的教養として身に付けておくべきものとなりつつある。 

  わが国では、「がん対策基本法(平成１８年法律第９８号)」が２００６年に成立し、翌２００７年

４月から施行され、１０年後の２０１６年１２月に改正・施行された。その第６条には国民の責務と

して「国民は、喫煙、食生活、運動その他の生活習慣が健康に及ぼす影響、がんの原因となるおそれ

のある感染症等がんに関する正しい知識を持ち、がんの予防に必要な注意を払い、必要に応じ、がん

検診を受けるよう努めるほか、がん患者に関する理解を深めるよう努めなければならない。」とされ、

国民の責務としてのがんの正しい知識習得、がん予防、がん検診に努めることが法律で規定されてい

る。その「がん対策基本法」のもと、がん対策推進基本計画が策定されており、その中には「がん教

育・がんに関する知識の普及啓発」が位置づけられている。その中に、「健康については、子どもの

頃から教育を受けることが重要であり、学校でも健康の保持増進と疾病の予防といった観点から、が

んの予防も含めた健康教育に取り組んでいる。しかし、がんそのものやがん患者に対する理解を深め

る教育は不十分である」と指摘されている現状もある。 

  このようなことから、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心を持ち、 

がんを正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようになると考えた。そして、他の様々

な病気の予防や望ましい生活習慣の確立を含めた健康教育の充実を図る上でも意義のある内容で 

あると捉え、本題材を設定した。 

  

（３）本題材の指導 

  本題材では、児童に「がんについて正しく理解することができる」「健康と命の大切さについて主

体的に考えることができる」という２点について教科等横断的な視点から、体育科保健領域と総合的

な学習の時間、特別活動を通して身に付けさせていきたいと考える。がんに対する科学的根拠に基づ

いた理解については、中学校・高等学校で専門的に扱うのが望ましいと考え、小学校段階では、がん

に対する基礎的な知識（原因、予防、早期発見、検診等）の理解に絞って学習し、健康と命の大切さ

について主体的に考える児童の育成を目指す。また、家族にがん患者がいる児童や身近な人をがんで

亡くしている児童の実態を考慮して、養護教諭や学年の先生方と連携し、児童への配慮を慎重に行っ

ていく。 

  事後指導では、意思決定したことの実践と振り返りを行う。児童が目標実現に向けて取り組む姿 

を認め、励まし、成果をあげることができるように指導する。 

 

３ 評価規準 

（体育科保健領域） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 病気は、病原体、体の抵抗力、

生活行動、環境などが関わり

合って起こることについて

理解したことを言ったり、書

いたりしている。 

 

① 病気の原因について、病原

体、体の抵抗力、生活行動、

環境などの要因に分類して

考え、説明している。 

 

 

① 病気の予防に関心をもち、学

習したことをもとに自分の

生活を振り返るなど、進んで

学習活動に取り組もうとし

ている。 
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② 感染症の予防には、病原体が

体に入るのを防ぐことや病

原体に対する体の抵抗力を

高めておくことが必要であ

ることについて理解したこ

とを言ったり、書いたりして

いる。 

③ 生活習慣病を予防するには、

運動、食事、睡眠などについ

て、健康によい生活習慣を身

に付ける必要があることに

ついて理解したことを言っ

たり、書いたりしている。 

② 感染症の予防のために考え

たり選んだりした方法がな

ぜ適切であるか、理由を挙げ

て説明している。 

 

③ むし歯や歯周病を予防する

方法について具体的に考え、

説明している。 

 

 

（総合的な学習の時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① がんは早期に発見し、適切

に治療することが大切であ

ることや、よい生活習慣を

身に付けることで予防でき

ることを理解している。 

② がんについて書かれた本等

の資料を調べることを通し

て収集した情報を基に図表

や文章でまとめたりする方

法が分かっている。 

① 課題を解決するためにがん

に関する必要な情報につい

て収集している。 

② がんについて調べた情報を

基に、友達の考えと比較した

り、図表や文章で整理して分

析したりしている。 

③ がんについて調べたり、ま

とめたりしたことを相手や

目的に応じた方法で表現し

ている。 

① 自分や家族の健康の保持増

進に向け、進んでがんについ

て調べ、自分にできることを

考えようとしている。 

② 自分と違う意見や考えのよ

さを生かしながら、友達と協

力して学び合おうとしてい

る。 

（学級活動） 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

 日常生活への自己の適応に関

する諸課題の改善に向けて取り

組むことの意義を理解し、健全な

生活を送るための知識や行動の

仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題を認識し、解決方法な

どについて話し合い、自分に合っ

たよりよい解決方法を意思決定

して実践している。 

 

 自己の生活をよりよくするた

めに、見通しをもったり振り返っ

たりしながら、自主的に課題解決

に取り組み、他者と信頼し合って

よりよい人間関係を形成しよう

としている。 

 

４ 事前の指導 

日付 主な活動 〇指導上の留意点 ☆評価の観点 

７月下旬 ・アンケート調査 

 

〇結果を集計、分析し、児童

の実態を把握するととも
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 に、指導計画作成に生か

す。 

 

１０／９ 

 

～ 

 

１１／２ 

・体育科（保健領域） 

 １／４～４／４時間 

・総合的な学習の時間 

 １／３～３／３時間 

・病気の起こり方や予防の仕 

方、生活習慣病について学 

習する。 

・がんについて学習する。 

 

〇がんが死亡原因の１位で 

あることや、２人に１人 

ががんになる可能性があ 

ることを確認するととも 

に、がんについて正しく 

知ることが重要であるこ 

とを実感させる。 

 

☆病気を予防するには、よ

い生活習慣を身に付ける

ことが大切だと理解して

いる。  【知識・技能】 

☆がんについて正しく知る

ことは、自他の健康を保

持することにつながると

考えている。 

【思考・判断・表現】 

 

５ 単元の指導と評価の計画（全８時間 保健４時間＋総合的な学習の時間３時間+学級活動１時間）

本時は〇印 

（保健領域） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

１ 

 

 

病 

気 

の 

起 

こ 

り 

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

〇病気は、病原体、体の抵抗力、生活のしかた、環境などが  

関わり合って起こることを理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①かぜをひいた時、体にどんなことが起こるか、経験を振り  

返る。 

  ②どんな時にかぜをひくのか、自分や家族が風邪をひいた時  

のことを思い出して、発表する。 

  ③児童から出てきた意見や、教科書の絵をもとに、かぜは色々

な原因が重なって起こることを整理する。 

 ④かぜ以外の病気の原因を、教科書を参考にして調べる。 

 ⑤どんな時に病気が起こるかを話し合う。 

  ⑥調べたり、話し合ったりしたことをもとにして、病気の起  

こり方についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

  

 

 

 

指導すべき内容 

・病気は、 病原体、体の抵抗力、生活行動、環境などが関

わり合って起こること 
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２ 

 

 

 

 

 

病 

原 

体 

と 

病 

気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

 〇病原体がもとになって起こる病気は、病原体の発生源をな  

くす、病原体のうつる道筋を断ち切る、体の抵抗力を高める

ことによって予防できることを理解することができる。 

 

   

Ⅱ学習活動 

 ①感染症の名称が書かれた一覧表を見ながら、聞いたことの  

ある感染症をチェックする。 

 ②インフルエンザなどの感染経路について調べる。 

 ③ノロウィルス感染症などの感染経路について調べる。 

 ④病原体にはたくさんの種類があり、感染の仕方や、感染症  

の症状はさまざまであることを知る。 

 ⑤感染症の予防について、普段気をつけていることや、知っ  

ていることを発表する。 

 ⑥教科書を参考に感染症の予防の仕方を分類していく。 

  ⑦参考にした感染症の予防の仕方について、なぜそのような  

対応をするのか、理由を考える。 

 ⑧感染症の予防についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・病原体がもとになって起こる病気の感染経路を理解  

し、その予防には「病原体の発生源をなくす」「病原体

のうつる道筋を断ち切る」「体の抵抗力を高める」など

があること 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

生 

活 

の 

し 

か 

た 

と 

病 

気 

① 

 

Ⅰねらい 

 〇糖分・脂肪分・塩分のとりすぎや運動不足、ストレス、喫煙

など健康によくない生活の積み重ねは、生活習慣病を引き起

こすことを理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

  ①自分の日頃の生活習慣についてチェックし、生活習慣の課  

題やよい点について振り返る。 

 ②死亡原因を示すグラフから、死因の上位を生活習慣病が占  

めていることを読み取る。 

 ③生活習慣病である心臓病や脳卒中は、どのようにして起こ  

るのか調べる。 

 ④健康によい生活習慣について、食事、運動、休養・睡眠の  

それぞれの観点でまとめる。 

 ⑤健康によい生活習慣について、自分がこれから実行してい  

きたいことについて発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

発表 
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指導すべき内容 

・生活習慣病を予防するためには、バランスのよい食事、 

適度な運動、十分な休養・睡眠に気を配り、健康によい

生活習慣を身に付けることが必要であること。 

・日本人の死因の１位が「がん」であることや生活習慣な

どが原因で「がん」にかかるということ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

生 

活 

の 

し 

か 

た 

と 

病 

気 

② 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

 〇むし歯や歯周病を予防するためには、口の中を清潔にして  

おくことなど望ましい生活習慣を身に付けることが必要な  

ことを理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①むし歯になった時の経験について発表する。 

 ②養護教諭から長幡小のむし歯の実態について聞く。 

  ③むし歯がどのようにして起こるのか調べる。 

  ④歯周病がどのようにして進むのか調べる。 

  ⑤二人の子どもの１日の生活について比較し、「生活のしか  

たと口の中の状態」から、むし歯になりやすい行動につい  

て考え発表する。 

 ⑤むし歯や歯周病を予防するためにはどうしたらよいか生活  

習慣の観点でまとめる。 

  ⑥ゲストティーチャー（養護教諭）に、よりよい歯みがきの  

仕方について話を聞く。 

 ⑦自分の生活を振り返り、むし歯や歯周病を防ぐためには、  

どこを改善すればよいのか考え、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

 

 

（総合的な学習の時間） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

 〇「がん」についての正しい知識、「予防できること」「早期

発見によって治癒する可能性が高いこと」を理解するこ  

とができる。 

 〇がん患者による「がんを経験したことによる『生きる』こ  

とへの思い」や、「がんと向き合いながら生き生きとした  

日常生活を送る」ことを中心とした「健康と命の大切さ」  

について考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・むし歯や歯周病を予防するには、口腔の衛生を保つ

など口の中を清潔にしておくことが必要であること 
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が 

ん 

教 

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ学習活動 

 ①がんについてどのような病気だと思っているか確認する。 

  ②映像教材「がん博士の『がんについての基礎知識』」を視  

聴し、がんについて考えるときに大切な、生活習慣をとと  

のえる『予防』と、検診などによる『早期発見』が重要であ

ることをまとめる。 

  ③映像教材「がんと生きる」を視聴し、がんを乗り越える強さ、

また、生きることについて大切なことについて考える。 

 ④授業で学んだことをもとに、自分にできることを考え、発  

表する。 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・がんは、生活習慣をととのえる『予防』と検診などによ

る『早期発見』が重要であること 

・自分や大切な人ががんになったとき、自分にもできる 

ことがあるということ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

が 

ん 

教 

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

 〇「がん」についての正しい知識、「予防できること」「早期

発見によって治癒する可能性が高いこと」を理解するこ  

とができる。 

Ⅱ学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

発表 

 

 

 

 ①第３時の日本人の死因の第１位が、がんであること、及び  

第５時の学習をもとに、がんについて調べたいと思ったこ  

とを発表する。 

  （第３時終了後、団体貸し出し図書の中から、興味を持っ 

  た本について、家庭学習等を活用して読み進め、興味を持  

った部分に付箋等を貼っておく。） 

 ②「がん」についての正しい知識を得るために自分が調べた  

いテーマを決める。 

 ③自分が調べたいテーマについて、友達に分かり易く伝える  

ためにまとめる。 

 〈テーマの例 ・・・がんの種類とその経過、がんの状況   

（死亡率・治癒率）、がんの予防、がん検診、がんの治    

療法等〉 

 ④ 似たテーマで調べている友達と意見交換をする。 

 

 

 

指導すべき内容 

・がんは、生活習慣をととのえる『予防』と検診などによ

る『早期発見』が重要であること 
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３ 

 

 

が 

ん 

教 

育 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい 

 〇「がん」の予防の方法について、自分の生活に役立つ知識  

を身に付けることができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①第６時で意見交換したグループ毎に、クラス全体に伝えた  

いことをまとめる。 

 ②グループ毎に発表する。 

  ③グループ毎に質疑応答し、がんに対する理解を深める。 

 ④友達の発表を聞いて、学んだことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

発表 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・がんは、生活習慣をととのえる『予防』と検診などによ

る『早期発見』が重要であること 

・自分や大切な人ががんになったとき、自分にもできる 

ことがあるということ 

 

 

 

 

 

 

（学級活動） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

① 

 

 

 

健 

康 

と 

命 

の 

大 

切 

さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰねらい   

 〇がんやがんをとりまく状況を理解し、健全な生活を送るた  

めの知識や行動の仕方を身に付け、自分にできることを考  

えることができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①これまで学習してきた体育科保健領域の学習内容を確認す  

  る。 

 ②がんに対するアンケートの結果からがんに対するイメージ  

を確認する。 

 ③第７時までにがんについて調べてきたことを発表し合  

う。 

  ④上里町の現状（町として実施しているがん検診の種類、男  

女別、年代別受診者数、生活習慣病予防のための健康教育事

業等）から、よりよく課題を解決するために自分ができる  

ことを考える。 

 ⑤健全な生活を送るためにできることを話し合う。 

 ⑥健全な生活を送るために自分にできることをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

ワークシート 

発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・がんを予防・早期発見するために自分にできることを 

考えることができること 

・自分自身や家族の健康のためにできることを考え、将 

来にわたって取り組むことを考えることができること 
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６ 本時の学習と指導（1／1） 

（１） ねらい 

   がんや、がんをとりまく状況を理解し、自他の健康のためにできることを考えている。 

（２） 展開 

時間 学習内容・活動 
指導上の留意点 

（指導〇 評価☆ 学び合いの視点※） 

資料等 

導
入
（
つ
か
む
） 

 
 

３
分 

１ これまで学習してきたことを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のねらいを知る。 

 

 

○がんについて今まで学んできたこと

を確認するとともに、前時までにグ

ループでテーマ毎に調べてきたこと

を確認し、本時の学習につなげる。 

 

○一人一人が意見を伝え合うことで、

がんについての理解が深まることを

意識させる。 

アンケート 

黒板用短冊 

展
開
（
さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る
） 

３
０
分 

３ それぞれのグループで調べたこと

を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童が前時までに調べたことを発表

させることで、意欲を持たせる。 

 

○上里町の現状（がん検診の種類、男

女別、年代別受診者数、生活習慣病

予防のための健康教育事業）も紹介

することで、身近な問題として捉え

られるようにする。 

 

 

 

 

〇気付いたことを全体で共有すること

で、話し合うことを焦点化させる。 

 

 

 

 

 

☆がんや、がんをとりまく状況を理解

している。 

 

発表用 

ポスター 

 

表、グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

がんについての理解を深め、自分にできることを考えよう。 

テーマの例 

（１）がんの種類とその経過 

（２）がんの状況 

（死亡率・治癒率） 

（３）がんの予防 

（４）がん検診 

（５）がんの治療法 

・がんは、誰でもなる可能性がある。 

・早期発見により、治ることもある。 

・健康的な生活習慣による『予防』と 

 定期検診による『早期発見』が重要で

ある。 

児童の反応例 

・６０代以上になると、受診者

数が多くなる。 

・いろいろな種類のがん検診が

ある。 

・上里町では、様々な健康教育

事業が行われている。 

〈話し合いの視点〉 

・受診者数が少ない。 

・がんについて正しく知る。 

・健康的な生活習慣を身に付ける。 
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４ 現状をよりよくするために、自分

たちができる解決策を話し合い、発

表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○どの視点に対しての解決策なのかを

明らかにして話し合いをさせる。 

※グループで話し合わせることで、

様々な解決策があることに気付かせ

る。 

○今後の実践につなげるため、自分た

ちにできるかどうかも考えさせ、話

し合った解決策をもとにまとめるよ

うにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

終
末
（
決
め
る
）
１
２
分 

５ 自分にできることを考え、ワーク

シートに記入する。 

 

 

 

 

 

６ 校長先生の話を聞く。 

 

 

 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

☆これまでに学習したことや話し合い

を通して、自他の健康のためにでき

ることを決定している。 

○早期発見や生活習慣の改善に関して

めあてを書いている児童などを数名

指名し、発表させる。 

 

〇後悔だけでなく、今後につながる話 

をすることで、自他の健康について

前向きに考え、実践していこうとい

う態度の育成を図る。 

 

☆自他の健康と命の大切さについて主

体的に考えている。 

 

※友達とのやりとりを通して、がんと

どのように向き合っていくのか考え

が深められるようにする。 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

児童の反応例 

・家族に、がん検診を受けているかどう

かを聞き、早期発見の大切さについて

話し合う。 

・がんについて知ったこと（がんは誰で

もなりうる病気であるが、早期発見に

より治ることもある等）を家族に伝え

る。 

・家族の運動不足を解消するために、一

緒に運動をする。 
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（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事後指導 

児童の活動 〇指導上の留意点 ☆評価の観点 

・自分の立てためあてや取り組

みなどについて振り返る。 

 

 

〇友達同士で取り組みを確認し

合う場を設け、悩みを共有し

たり励まし合ったりすること

により、実践の継続を図るよ

うにする。 

 

☆自分で考えた具体的なめあて

や実践方法に、進んで取り組

んでいる。【思考・判断・表現】 

 

11/6   がんについての理解を深め、自分にできることを考えよう。 

つかむ            さぐる           見つける 

 

 

                

 

 

 

 

                             決める 

これまでの学習で分かっていること がんをとりまく現状は？ 解決策は？ 

自分にできることは？ 

・がんは、誰でもなる可能性

がある。 

・早期発見により、治ること

もある。 

・健康的な生活習慣による

『予防』と定期検診による

『早期発見』が重要である。 

上里町の実態 

・受診者数が少ない。 

・がんについて正しく知る。 

・健康的な生活習慣を身に 

付ける。 
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２ 川口市立戸塚中学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和２年度埼玉県「がん教育」授業研究会(中学校)実施要項 
 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 
２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 
３ 期  日  令和２年１１月１９日（木） 

 

４ 会  場  川口市立戸塚中学校 

        川口市戸塚鋏町３－１  

                         

５ 参加対象者  埼玉県がん教育授業検討委員会、埼玉県教育委員会、川口市教育委員会 

 

６ 日  程 

（１）受      付   午後１時５０分～午後２時００分  （ 職員玄関 ） 

（２）開  会  行  事   午後２時１０分～午後２時３０分  （ 図 書 室 ） 

（３）公  開  授  業   午後２時４５分～午後３時３５分  （ 教  室 ） 

（４）授業者反省・指導講評   午後３時５０分～午後４時３０分  （ 図 書 室 ） 

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

２年  川俣 泰幸 教諭 

保健体育（保健分野） 

「（１）健康な生活と疾病の予防」 

   （ウ） 生活行動・生活習慣と健康 

 

８ 指導者及び役員 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  参事兼課長   伊藤 治也 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  主席指導主事   新井 克仁 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   猿橋 武司 

  埼 玉 県 教 育 局 南 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   咲間  悟 

  川 口 市教 育 局 学 校 教 育部 指 導 課  主幹兼指導係長    中川  猛 

  川 口 市教 育 局 学 校 教 育部 指 導 課  指 導 主 事   米倉 孝輔 

  

 ○埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      教      授   儀賀 理暁 

  松伏町立松伏第二中 学校      教 諭   中村 美紀 

  熊 谷 市 立 荒 川 中 学 校      養 護 教 諭   根岸 幸代 

  県立けやき特別支援学 校      養 護 教 諭   川端 奏子 
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保健体育科（保健分野）学習指導案 

 

令和２年１１月１９日（木）第６校時 ２年６組教室 

第２学年２組      男子２０名  女子２０名 

指導者            教諭  川俣 泰幸 

 

１ 単元名     「健康な生活と疾病の予防」 （ウ）生活習慣病などの予防 

 

２ 単元について 

我が国において、がんは、昭和５６（１９８１）年より死因の第一位であり、平成２７（２０１５）

年には、年間３７万人が亡くなり、生涯のうちに、約２人に１人が罹患すると言われており「がん」が

重要な健康課題となっている。平成２８年１２月には「がん対策基本法」が改正され、がん教育に関す

る条文が新たに盛り込まれた。また、改正法を踏まえ策定された「第３期がん対策推進基本計画」で

は、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんの克服を目指す。」ことを目標としている。これま

で学校では、健康の保持増進と生活習慣病などの予防といった視点から、がんの予防も含めた健康教育

に取り組んできたが、がんそのものやがん患者に対する理解を深める教育は、まだまだ不十分と言え

る。がんは身近な病気であるということを理解させ、がんの仕組みやがんの予防、早期発見・検診につ

いての関心をもたせ、正しい知識を身に付けさせた上で適切な対処ができるようになることを目指す。

「健康な生活と疾病の予防」(本単元)では、人間の健康は、主体と環境が関わり合って成り立つこと、

健康を保持増進し、疾病を予防するためには、それに関わる要因に対する適切な対策があることについ

て理解させなければならない。また、健康と生活行動は深く関わっており、運動、食事、休養及び睡眠

のそれぞれと健康との関係について理解させ、健康を保持増進するためには、調和のとれた生活を続け

ることが必要であることを理解させる。さらに、不適切な生活習慣を若い年代から続けることによっ

て、やせや肥満、生活習慣病を引き起こしたり、また、心臓や脳などの血管で動脈硬化が引き起こされ

たりすることや、歯肉に炎症等が起きたり歯を支える組織が損傷したりすることなど、様々な生活習慣

病のリスクが高まることを理解できるようにする。本単元で扱う生活習慣病では、糖尿病、脳卒中、心

臓病などを取り上げて扱い、その原因や予防について理解させる。「がんの予防」については、発生の

仕組みなどの疾病概念、要因と予防、検診による早期発見について扱うこととする。 

 

３ 生徒の実態 

 本学級は、明るく和やかな雰囲気であり、良好な人間関係を構築できる生徒が多い。保健の授業に対す

る関心はおおむね高く、特に学習課題に対して自分の考えを仲間に伝えたり、グループで話し合って考

えをまとめたりするような活動に積極的に取り組める生徒が多い。他教科の授業や保健分野の授業でも、

知識構成型ジグソー法の手法を参考に、協働的な活動を取り入れた授業を何度か経験しており、個人で

考えることに加えて、自分の意見や考えをグループ内で伝え合ったり、まとめたりすることに慣れてい

る。しかし、一部の生徒は、仲間に自分の考えを伝えることを苦手としており、グループ活動での話し合

いに貢献できない場面も見られる。また、学力差が大きく特に知識の定着度に大きな差が見られる。 
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事前アンケートの結果から見られる、がんに対する生徒の実態は以下の通りである。 

Ｑ１ あなたは「がん」についてどのような印象をもっていますか？（複数回答可） 

・なかなか治らない病気 ・怖い ・重い病気 ・一度なってしまったら治らない病気 

・治っても再発する ・抗がん剤の副作用が強い ・ステージがある ・転移する 

・なったら死んでしまう ・誰でも発症する可能性がある ・進行したら治らない 

・早期に発見できれば平気 ・子どもから大人まで関係なくかかる病気 ・早期発見が大切 

・お酒やタバコでがんになる ・治療をする上で苦しいことが沢山ある ・生活しにくい 

・体が不自由になる ・治る確率が低い ・種類が沢山ありそう ・一度の治療では治りにくい 

・死を待つような病気 ・異常な細胞が引き起こす病気 ・一番直すのが難しい病気 

Ｑ２ 「がん」は、治療できる病気だと思いますか？ 

・思う（９人） ・思わない（２人） ・治るものと治らないものがある（２８人） 

Ｑ３ 将来がんを見つけるために「がん検診」を受けてみようと思いますか？ 

・思う（３２人） ・思わない（７人）   

Ｑ４ がんの学習は、健康な生活を送るために重要だと思いますか。 

・思う（３９人） ・思わない（０人）  

Ｑ５ がんは誰もがかかる可能性のある病気だと思いますか。 

・思う（３２人） ・思わない（７人）   

Ｑ６ 自分はがんにならないと思いますか。 

・思う（１5人） ・思わない（24人）  

Ｑ７ 家族や身近な人でがんにかかった人はいますか。 

・いる（８人） ・いない（３１人）  

Ｑ８ がんは進行すると今までの生活ができなくなると思いますか。 

・思う（３８人） ・思わない（１人）  

Ｑ９ がんは日本人の死因の第２位である。 

・正しい（３２人） ・正しくない（７人） 

Ｑ１０ 喫煙や飲酒などをせずに規則正しい生活を送っていれば、がんになることはないと思う。 

・思う（１７人） ・思わない（２２人）  

Ｑ１１ がんは予防できると思いますか 

・思う（３０人） ・思わない（９人）  

Ｑ１２ がんについて学んだことを身近な家族に語ろうと思う。 

・思う（１１人） ・どちらかといえばそう思う（２０人） ・思わない（８人） 

Ｑ１３ がんは様々な種類がありますが知っている病名を書いてください。（複数回答可） 

・肺がん（２１人） ・脳がん（２人） ・皮膚がん（２人） ・小児がん（２人） ・胃がん（５人） 

・乳がん（１５人） ・すい臓がん（２人） ・骨肉腫（１人） ・前立腺がん（１人） 

・白血病（１人）  ・肝臓がん（２人） ・大腸がん（１人） ・子宮がん（１人） 

・心臓がん（４人） 

 がんの学習について、「重要だと思う」と回答している生徒が 100%であり、全ての生徒が肯定的な回答

をしていた。がんについての知識はおおむね正しい回答をしているものの、「日本人の死因の順位」「がん

の要因」については、他の設問と比較し誤答が多かった。 

82.1%の生徒が「がんはだれもがかかる病気である」と回答しているが、38.4%の生徒は「自分はがんに

ならない」と回答している。また、17.9%の生徒が「将来、検診を受けない」と回答している。 

以上の結果から、がんに対してある程度の知識はあるものの、正しい理解には至っておらず、自分自身

の生活とは無関係だと思っている生徒もいることがわかった。 
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４ 教師の指導観 

 今回の学習を通して、「がん」についての正しい知識を身に付け、自分が描く将来に向けて「がん」の

予防も含めた自分なりの生活習慣を確立させるなど、健康の保持増進について主体的に取り組む態度を

育成していきたい。 

 がんは身近な病気であるにもかかわらず、多くの生徒が正しく理解できておらず、自分事として捉え

られていない。また、健康である生徒が、健康の大切さを自分事として実感することは難しい。しかし、

生活習慣病などは自分自身の生活と関わりが深い問題であり、その予防のためには、適切な生活習慣を

身に付けることが有効であることから、指導に当たっては、自分の生活を振り返らせ、生活習慣病の要因

になりそうなものを生徒同士で交流する中で、予防に取り組んでいくことにつながるよう学習を展開し

ていく。 

 本単元では、生徒が今後の人生の中で、「がん」の問題が自分自身や自分の身近な人にも関わりのある

問題であることを知り、望ましい生活習慣を続けたり、がんの予防のために自ら行動したりすることが

できるようになることを目指す。そこで、学習した「がん」についての知識をアウトプットしたり、グル

ープで話し合いをしたりすることで、学習内容を関連付け、生涯にわたって健康を保持増進していくた

めの意識や生活習慣を身に付けることができるようにしていく。 

 

５ 単元の目標 

（１）生活習慣病などの予防について、理解することができるようにする。        （知識） 

（２）生活習慣病などの予防に関わる事象や情報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽減したり、生

活の質を高めたりすることなどと関連付けて解決方法を考え、適切な方法を選択し、それらを伝

え合うことができるようにする。              （思考力、判断力、表現力等） 

（３）生活習慣病などの予防について、自他の健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組

もうとすることができるようにする。             （学びに向かう力、人間性等） 

 

６ 単元の指導計画と評価計画 

（１）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 生活習慣病は、日常の生活習慣

が要因となって起こる疾病であ
り、適切な対策を講ずることに
より予防できること、不適切な
生活行動を若い年代から続ける
ことによって、様々な生活習慣
病のリスクが高まることについ
て、理解したことを言ったり、
書き出したりしている。 

② がんは、異常な細胞であるがん
細胞が増殖する疾病であり、そ
の要因には不適切な生活習慣を
はじめ様々なものがあることに
ついて、理解したことを言った
り、書き出したりしている。 

① 生活習慣病などの予防につ
いて、それらに関わる事柄
や情報などを整理したり、
個人生活と関連付けたりし
て、自他の課題を発見して
いる。 

② がんの仕組みや予防、早期

発見について学んだことを

筋道立てて伝え合ったり、

自分の「現在」及び「将来」

の生活習慣や行動について

考えたことをワークシート

にまとめたりしている。 

① 生活習慣病などの予防

について、課題の解決

に向けての対話や、教

科書や資料を調べた

り、自他の生活を振り

返ったりするなどの学

習に自主的に取り組も

うとしている。   

 

（２）単元の指導と評価の計画 

時 学習のねらい・学習活動 知・技 思・判・表 態 評価方法 

 

１ 

 

生

活

習

慣

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病は、日常の生活習慣が要因となって起

こる疾病であり、適切な対策を講ずることにより

予防できること、不適切な生活行動を若い年代か

ら続けることによって、様々な生活習慣病のリス

クが高まることについて、理解することができる

ようにする。 

①    ＜知・技①＞ 

（学習活動２） 

調和のとれた生活

と生活習慣病につ

いて理解したこと

を言ったり、書き

出したりしている
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病

の

予

防 

①  

 

Ⅱ 学習活動 

１ 望ましい生活習慣について考える。  

２ 健康と生活習慣の関連、調和のとれた生活の必

要性、生活習慣の乱れによる生活習慣病など、生

活習慣が健康に及ぼす影響について説明を聞

く。  

３ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、

発表する。 

内容等を【観察・ワ

ークシート】で捉

える。 

 

 

 

 

 

２ 

 

生

活

習

慣

病

の

予

防 

②  

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病の予防について、それらに関わる

事柄や情報などを整理したり、個人生活と関

連付けたりして、自他の課題を発見すること

ができるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 前時の授業を振り返る。 

２ 今後実践できる生活習慣の改善について考え、

発表する。 

３ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、

発表する。 

 ① ① ＜思・判・表①＞ 

（学習活動２） 

生活習慣病の予防

について、それら

に関わる事柄や情

報などを整理した

り、個人生活と関

連付けたりして、

自他の課題を発見

している状況等を

【観察・ワークシ

ート】で捉える。 

＜態①＞ 

（学習活動２・３） 

課題の解決に向け

ての対話や、教科

書や資料を調べた

り、自他の生活を

振り返ったりする

などの学習に自主

的に取り組もうと

している状況等を

【観察】で捉える。 

 

 

３ 

 

が

ん

の

予

防 

①  

 

Ⅰ ねらい 

・がんは、異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾

病であり、その要因には不適切な生活習慣をはじ

め様々なものがあることについて、理解したこと

を言ったり、書き出したりすることができるよう

にする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発

見」についてそれぞれのグループに分かれ動画を

みて正しい知識を学ぶ。 

・「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発見」

について、それぞれの資料を読み解く。 

２ 自分の考えや他者の意見を伝え合い、課題につ

いての考えを深めていく。 

３ 本時の学習を振り返り、次時の流れを確認する。 

②    ＜知・技②＞ 

（学習活動 12） 

がんについて理解

したことを言った

り、書き出したり

している内容等を

【観察・ワークシ

ート】で捉える。 

 

-42-



 

４ 

 

が

ん

の

予

防

② 

 

本

時 

② 

Ⅰ ねらい 

・がんについて学んだことや資料から読み取れる

ことを筋道を立てて伝え合うことで、がんについ

ての知識を深め、「現在」及び「将来」の生活習

慣や行動をワークシートにまとめることができ

るようにする。 

 

Ⅱ 学習活動  

１ 前時を振り返り、本時のめあてを知る。 

２ 「がんの仕組み」「がんの予防」「がんの早期発

見」について、それぞれ資料の説明や担当した課

題から読み解いたことを伝え合い、わからなか

ったことは質問する。 

・ メモをもとにワークシートをまとめる。 

３ がんについて学んだことをもとに「現在」及び

「将来」自分にできること、「学習を終えてがん

についてどんなイメージを持ったか」ワークシ

ートにまとめる。 

４ 教師の話を聞く。 

 ② ① ＜態①＞ 

（学習活動 2） 

がんの仕組みや予

防、早期発見につ

いて、資料を結び

付け他者と協力し

たりして学習に自

主的に取り組もう

としている状況等

を【観察】で捉え

る。 

＜思・判・表②＞ 

（学習活動 3・4） 

学んだことを生か

し自分の「現在」及

び「将来」の生活習

慣や行動をワーク

シートにまとめた

り、がんのイメー

ジに変容が見られ

たかについて考え

たりしている状況

等を【観察・ワーク

シート】で捉える。 
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7 本時の学習と指導（４／４） 

（１）ねらい 

・ 学んだことを生かし自分の「現在」及び「将来」の生活習慣や行動をワークシートにまとめた

り、がんのイメージに変容が見られたかについて考えたりすることができるようにする。 

                  （思考力、判断力、表現力等） 

・ がんの仕組みや予防、早期発見について、学んだことを筋道立てて伝え合ったり資料を結び

付け他者と協力したりして学習に自主的に取り組むことができるようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

（２）準 備 ＴＶ、パソコン、ワークシート、資料 

（３）展 開 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

導
入
（ 

５ 

分
） 

１ 前時の振り返り、活動の流れを

確認する。 

 

 

・本時のめあてを知る。 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

○前時までの学習の流れを確認する。 

○本時の目的を理解させ、学習の見通しを持

たせる。 

○授業中に気持ちが辛くなってしまうような

ことがあれば、遠慮なく申し出るように伝

える。 

 

 

 

展
開
（ 

 
 

分
） 

２「がんの仕組み」「がんの予防」

「がんの早期発見」について、資料

や担当した課題から読み解いたこと

を伝え合い、わからなかったことは

質問する。 

（各３分×３） 

※他者の説明を聞きながらキーワ

ードをメモする。 

○３つの資料を結び付けて分かっ

たことや感じたことを話し合いワ

ークシートに記入し発表する。 

（１５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇資料を適切に活用し、学んだことが相手に

伝わるように説明するよう促す。 

○グループ内での発表をしっかりと聞き、他

者の意見からキーワードとなりそうなこと

をメモさせるようにする。 

〇グループの中で積極的に意見を出し合いな

がら課題に対する答えを考えることが出来

るように机間指導をしながら、話し合いが

深まるように促していく。 

○机間指導の際、自分なりの考えをまとめて

いる生徒をピックアップし、発表させる。 

 

 

 

 

 

 

「努力を要すると判断される状況」

（Ｃ）の生徒への手立て（支援） 

机間指導を行いながら、資料を振り返ら

せるなど、気付きを促すための声かけを

行っていく。 

「十分満足できると判断される状況」

（Ａ）の生徒の具体的な姿 

グループ活動で、自分の意見を積極的に

発言するとともに、他の意見を取り入

れ、より良い課題解決の方法を考えるこ

とができている。 
 

【学習課題】がんについて学んだことをもとに、自分の生活習慣や今後の行動に生かせるようにしよう。 

 

40 

◆がんの仕組みや予防、早期発見につい

て、資料を結び付け他者と協力したり

して学習に自主的に取り組もうとして

いる。【主体的に学習に取り組む態度】 
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 ３ がんについて学んだことをもと

に「現在」及び「将来」自分にで

きること、「学習を終えてがんに

ついてどんなイメージを持った

か」ワークシートにまとめ、発表

する。（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

○がんの学習を行う前と後で変容が見られた

か、学習の成果を自ら感じられるようにする。 

 

○机間指導を行い、本時のねらいに沿って 

よくまとめられている生徒をピックアップ

して、発表させる。 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の

生徒への手立て（支援） 

机間指導を行い、自分の考えがまとめられ

るようにキーワードを伝え学習を整理でき

るようにし、自分の「現在」及び「将来」

の生活習慣に結びつけることができるよう

にする。 

「十分満足できると判断される状況」（Ａ）

の生徒の具体的な姿 

「がん」の要因は様々なものがあるが、中

でも生活習慣は自分自身で改善できる予防

法であること。また、誰でもがんになる可

能性があるので、がん検診が大切であるこ

とを踏まえ、学習したことを基に、「現在」

及び「将来」の具体的な対策についてワー

クシートに記入している。 

ま
と
め
（
５
分
） 

４ 教師の話を聞く。 全体 

 

〇本時のまとめを行い、がんの発生要因は、

様々であることから「がんになった人」イ

コール「生活習慣が乱れている人」ではな

いことを伝える。しかしながら、予防とし

て私たちにできることは、がんを予防する

ための望ましい生活習慣と早期発見・早期

治療であることについて、再確認する。 

〇ワークシートを回収し、まとめた内容につ

いての補足や指導の必要な生徒には、個別

に指導する。 

 

８ 事後指導 

 本単元終了後、ゲストティーチャーを招き、「なぜ、がんについて学んだのか」「がんになったときに

（がんになった身近な人に対して）どう向き合っていくか」について、講話していただく。その際、本来

であれば高等学校での学習内容であるがん患者や周囲の人々の生活の質を保つことや、緩和ケアについ

ても触れていただくことで、今回の学習をここで閉じるのではなく、生徒の将来を見据えた学習として

位置付けたい。また、講話を特別活動の授業として、未来につながる学びへとつなげていく。 

◆学んだことを生かし自分の「現在」及び

「将来」の生活習慣や行動をワークシー

トにまとめたり、がんのイメージに変容

が見られたか考えたりしている。 

 【思考・判断・表現】 
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３ 県立栗橋北彩高等学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和２年度埼玉県「がん教育」授業研究会（高等学校）実施要項  

 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  令和２年１０月２３日（金） 

 

４ 会  場  県立栗橋北彩高等学校   

        久喜市伊坂１番地 

         

５ 参加対象者 高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科、養護教諭、保健主事等） 

       

６ 日  程  

（１）受  付 午後１時００分～        （   会議室   ） 

（２）公開授業 午後１時３０分～午後２時２０分 （３F化学実験室） 

（３）全 体 会 午後２時３０分～午後２時４５分 （   会議室   ）  

（４）研究協議 午後２時４５分～午後４時３０分 （   会議室   ）  

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

１年  黒﨑 直樹 教諭 

保健体育（科目保健） 

（１）「現代社会と健康」 

   イ 健康の保持増進と疾病の予防  

  （ア）生活習慣病と日常の生活行動 

 

８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    参事 兼 課長   伊藤 治也 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主任指導主事   遠井 学 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   猿橋 武司 

 

 ○埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 
  県 立 新 座 高 等 学 校      教     諭   大屋 将人 

  県 立 杉 戸 高 等 学 校      養 護 教 諭   米本 真弓 

  県立けやき特別支援学 校      養 護 教 諭   川端 奏子 
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保健体育科 （科目保健） 学習指導案 

 

令和２年１０月２３日（金） 第５時限 化学実験室 

第１学年１組 男子１８名  女子１５名 

指導者 黒﨑 直樹 

 
１ 単元名 （１）現代社会と健康 イ健康の保持増進と疾病の予防 「生活習慣病と日常の生活行動」 

 
２ 単元について 

本単元は、我が国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するためには、個人の行動選択やそれ

を支える社会環境づくりなどが大切であるというヘルスプロモーションの考え方を生かし、人々が自らの健康を

適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であることを理解できるようにする。 

また、「イ 健康の保持増進と疾病の予防」では、以下の学習内容を生徒に理解させる。 

①生活習慣病を予防し、健康を保持増進するには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など、調和のとれた健康的

な生活を実践することが必要であること。悪性新生物、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病などを適宜取り上げ、

それらは日常の生活行動と深い関係があること。 

②喫煙、飲酒は、生活習慣病の要因となり健康に影響があること。喫煙や飲酒による健康課題を防止するには、

正しい知識の普及、健全な価値観の育成などの個人への働きかけ、および法的な整備も含めた社会環境への適切

な対策が必要であること。 

③コカイン、MDMA などの麻薬、覚せい剤、大麻など、薬物の乱用は、心身の健康、社会の安全などに対して

様々な影響を及ぼすので、決して行ってはならないこと。薬物乱用を防止するには、正しい知識の普及、健全な

価値観や規範意識の育成などの個人への働きかけ、および法的な規制や行政的な対応など社会環境への対策が必

要であること。 

④感染症は時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受け、発生や流行に違いが見られること。感染症の

予防には、衛生的な環境の整備や検疫、正しい情報の発信、予防接種の普及など社会的な対策とともに、それら

を前提とした個人の取組が必要であること。 

 

３ 生徒観（学習状況の実態） 

生徒同士の仲が良く、物事に対して協力的に取り組み、発言する生徒が多く見られるクラスである。授業で毎

時間話合い活動を行っているが、積極的に議論できる生徒とそうではない生徒がおり、二極化している様子がみ

られる。また、集中した取り組みを継続する力が不足しているため、画像・映像や実際の物を見せるなど視覚に

訴えた教材を用いることで、興味・関心をもって学習できるようにしている。 

がんについて学習することは初めてで既有知識・理解に差があるため、生徒の理解度に応じた授業を展開する。 

 
４ 教師の指導観  

がん教育の目標「がんについて正しく理解することができるようにする」、「健康と命の大切さについて主体的

に考えることができるようにする」を学習することで、健康の保持増進のために自らの生活習慣を改善していく

能力を育てる。がんについて学習することだけを目的とせず、自他の健康に関心を持ち、明るく豊かで活力ある

生活を営むこと、そして、自分だけでなく自分の周りの人もがんや疾病に罹患する可能性があり、その予防法や

罹患した場合の対応も含めて学習させたい。以下、具体的な手立てとして３点を挙げる。 

 

Ⅰ 学習（指導）内容の明確化 

 学習内容を理解させ、深めるために２時間扱いとした。 

 ・１時間目：がんの基礎的・基本的知識の習得 

       がんの要因・種類・経過、我が国のがんの状況などについて、がんは誰にでも起こりうるもので   

あることなど、がんについての基礎的・基本的知識を習得させる。 

 ・２時間目：がんを予防し、がんとともに生きるための行動の選択 

既習知識を活用して周りと話し合うことで理解を深めさせる。がんは誰にでも起こりうるもので

あることから、自他の健康のために自らがとるべき行動を考え、選択させる。 
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Ⅱ 基礎的・基本的知識の習得と知識を活用する学習活動の実践 

１時間目の活動では、一斉教授型の授業スタイルでがんに関する基礎的・基本的な知識の習得を目指す。２時

間目の活動では、１時間目で学習したがんについての知識を活用して、対話的な活動を行い、指導のねらいであ

る「がんを予防し、がんとともに生きるための行動の選択」を実現できるようにする。 

 

Ⅲ 学習内容を主体的に取り組ませるための教材の工夫 

 ・ＩＣＴの活用 

   本時では、プレゼンテーションソフトを活用して授業を展開する。利点として、豊富な情報を効率的に生

徒に提供できること、視覚的に見やすくわかりやすいため生徒の理解の促進につながること、板書する時間

を省略し生徒の活動時間を確保できること、提示し続けることで生徒が思考する際の手助けとなることなど

が挙げられる。 

 ・資料の工夫            

   配布する資料を色付きで作成し、生徒が興味・関心を持ちやすいよう工夫することで、学習意欲の向上に

つなげる。また、グラフや写真等の視覚に訴える資料の提示により、生徒の思考を促す一助となる。 

   

５ 単元の目標 

（１）健康の保持増進と疾病の予防について、健康を保持増進するためには、自らの健康を適切に管理すること 

及び環境を改善していくことが重要であることに関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるよ

うにする。                                   【関心・意欲・態度】 

（２）健康の保持増進と疾病の予防について、健康を保持増進するための課題の解決を目指して、総合的に考え、

判断し、それらを表すことができるようにする。   【思考・判断】 

（３）健康の保持増進と疾病の予防について、健康を保持増進するための課題の解決に役立つ自らの健康を適切

に管理すること及び環境を改善していくための基礎的な事項を理解できるようにする。  【知識・理解】 

 

６ 単元の指導計画と評価計画 

（１）単元の観点別評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

評
価
規
準 

〇生活習慣病と日常の生活
行動について、資料を探し
たり、見たり、読んだりす
るなどの学習活動に意欲
的に取り組もうとしてい
る。 

〇喫煙、飲酒と健康、薬物乱
用と健康、感染症とその予
防について、課題の解決に
向けての話合いや意見交
換などの学習活動に意欲
的に取り組もうとしてい
る。 

〇生活習慣病と日常の生活行動
について、資料等で調べたこと
を基に、課題を見付けたり、整
理したりするなどして、それら
を説明している。 

〇喫煙、飲酒と健康、薬物乱用と
健康、感染症とその予防につい
て、学習したことを、個人及び
社会生活や事例と比較したり、
分析したり、評価したりするな
どしている。また、筋道を立て
てそれらを説明している。 

 

〇健康の保持増進と生活習慣病の予防に
は、食事、運動、休養及び睡眠の調和の
とれた生活を実践する必要があること、
喫煙と飲酒は、生活習慣病の要因になる
こと、薬物乱用は、心身の健康や社会に
深刻な影響を与えることから行っては
ならないこと、喫煙と飲酒、薬物乱用の
対策には、個人や社会環境への対策が必
要であること、感染症の発生や流行に
は、時代や地域によって違いがみられる
こと、感染症の予防には、個人的及び社
会的な対策を行う必要があることにつ
いて、理解したことを発言したり、記述
したりしている。 
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学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①生活習慣病と日常の生活
行動についての学習に意
欲的に取り組もうとして
いる。 

②課題解決のために教科書
や配布資料から情報を集
めたり、調べたり、発言し
たりしようとしている。 

③課題の解決に向けてのグ
ループ学習で、自己の役割
に責任をもち取り組もうと

している。 

 

①生活習慣病と日常の生活行動
について資料等で学んだこと
を基に、仲間と情報を共有し、
課題解決の方法を見つけてい
る。 

②学習したことを、個人及び社会
生活や事例と、比較や分析、評
価したうえで、筋道を立ててそ
れらを説明している。 

①がんには、肺がん、大腸がん、胃がんな
ど様々な種類があり，生活習慣のみなら
ず細菌やウイルスの感染などの原因も
あることについて理解したことを発言
したり、記述したりしている。 

②生活習慣病などのリスクを軽減し予防
するには，適切な運動、食事、休養及び
睡眠など調和のとれた健康的な生活を
続けることが必要であること、定期的な
健康診断やがん検診などを受診するこ
とが必要であることについて理解した
ことを発言したり、記述したりしてい
る。 

③喫煙と飲酒は、生活習慣病などの要因と
なり、個人や社会環境への対策が必要で
あることについて理解したことを発言
したり、記述したりしている。 

④薬物乱用は、心身の健康や社会に深刻な
影響を与えることから行ってはならな
いことや個人や社会環境への対策が必
要であることについて理解したことを
発言したり、記述したりしている。 

⑤感染症の発生や流行には、時代や地域に
よって違いがみられること、その予防に
は、個人的及び社会的な対策を行う必要
があることについて理解したことを発
言したり、記述したりしている。 

（２）単元の指導と評価の計画（６時間扱い） 本時２／６時 

時 学習のねらい・活動 関 思 知 評価方法 

１ 

生
活
習
慣
病
と
日
常
の
生
活
行
動Ⅰ

 

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病と日常の生活行動についての学習に意欲的に取

り組むことができる。 

・がんについては、肺がん、大腸がん、胃がんなど様々な種

類があり，生活習慣、細菌やウイルスの感染などの原因も

あることについて理解したことを発言したり、記述したり

できる。 

Ⅱ 学習活動 

 １ 日本人の死因について考える。 

 ２ がんの基礎的知識について学ぶ。 

 ・がんとは何か。 

・がんに罹る要因について。 

・がんの種類について。 

・我が国のがんの現状について。 

指導すべき内容 

・がんについては、肺がん、大腸がん、胃がんなど様々な種

類があり，生活習慣、細菌やウイルスの感染などの原因も

あること。誰にでもがんにかかる可能性があり、早期発見・

早期治療をすれば治る確率が高いこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

【関・意・態①】 

（学習活動２） 

生活習慣病と日常の生

活行動についての学習

に意欲的に取り組もう

としている。 

〈観察・ワークシート〉 

【知・理①】 

（学習活動２） 

がんについては、肺が

ん、大腸がん、胃がんな

ど様々な種類があり，生

活習慣のみならず細菌

やウイルスの感染など

の原因もあることにつ

いて理解したことを発

言したり、記述したりし

ている。 

〈観察・ワークシート〉 
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② 

生
活
習
慣
病
と
日
常
の
生
活
行
動Ⅱ

 

Ⅰ ねらい 

・生活習慣病と日常の生活行動について資料等で調べたこと

を基に、仲間と情報を共有し、課題解決の方法を見つける

ことができる。 

・生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な運

動、食事、休養及び睡眠など調和のとれた健康的な生活を

続けることが必要であること、定期的な健康診断やがん検

診などを受診することが必要であることを理解したことを

発言したり、記述したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 前時の復習をする。 

２ がんと生活習慣の関係について考える。 

３ がんの早期発見とがん検診の重要性を学習する。 

４ 自他の健康に配慮した行動を考える。 

  ・２、３で学習したことをふまえて個人で考え、メッセ

ージカードにまとめる。 

 ５ 発表をする。 

指導すべき内容 

・がんは誰にでも起こりうるものである。罹患の危険性を減らす

ために、生活習慣の改善を図るなど、いまの自分にできること

を心がけることが必要であること。 

・日頃の生活習慣の中で、がんに罹る原因となるものは何かを判

断すること。 

・定期的に健康診断やがん検診などを受診することが、がんを早

期発見し、治す可能性を高めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

【思・判①】 

（学習活動２） 

生活習慣病と日常の生

活行動について資料等

で学んだことを基に、仲

間と情報を共有し、課題

解決の方法を見つけて

いる。 

〈観察・ワークシート〉 

【知・理②】 

（学習活動４） 

生活習慣病などのリス

クを軽減し予防するに

は，適切な運動、食事、

休養及び睡眠など調和

のとれた健康的な生活

を続けることが必要で

あること、定期的な健康

診断やがん検診などを

受診することが必要で

あることを理解したこ

とを発言したり、記述し

たりしている。 

〈観察・ワークシート〉 

３ 

喫
煙
・
飲
酒
と
健
康Ⅰ

 

Ⅰ ねらい 

・喫煙は、生活習慣病などの要因となり、個人や社会環境へ

の対策が必要であることについて理解したことを発言した

り、記述したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動（知識構成型ジグソー法） 

１ たばこに対するイメージ。 

２ エキスパート活動。 

 Ａ 日本の販売状況、喫煙率について。 

 Ｂ たばこによる悪影響について。 

 Ｃ 日本の喫煙に対する対策。 

 Ｄ 喫煙・禁煙の実態。 

３ ジグソー活動。 

 「たばこの箱の警告表示を考えよう。」 

４ クロストーク。 

５ 喫煙に関する個人的・社会的な対策についてまとめる。 

指導すべき内容 

・喫煙は、生活習慣病など個人だけでなく周囲への悪影響に

もなりうるものである。そのため、個人や社会環境への対

策が必要であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

【関・意・態②】 

（学習活動３） 

課題解決のために教科

書や配布資料から情報

を集めたり、調べたり、

発言したりしようとし

ている。 

〈観察・ワークシート〉 

【知・理③】 

（学習活動４） 

喫煙は、生活習慣病など

の要因となり、個人や社

会環境への対策が必要

であることについて理

解したことを発言した

り、記述したりしてい

る。 

〈観察・ワークシート〉 

-53-



４ 

喫
煙
・
飲
酒
と
健
康Ⅱ

 

Ⅰ ねらい 

・飲酒は生活習慣病などの要因となり、個人や社会環境への

対策が必要であることについて理解したことを発言した

り、記述したりすることができる。 

・学習したことを、個人及び社会生活や事例と、比較や分析、

評価し、筋道を立ててそれらを説明することができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 日本でのお酒の販売状況について。 

 ・どれがお酒に見えるか？ 

２ お酒とは何か。ノンアルコール飲料との違い。 

３ アルコール分解の流れ。 

４ 飲酒に対するイメージ。 

５ 飲酒による個人的・社会的影響。 

６ なぜ大人は飲酒するのか。 

７ お酒との付き合い方。 

指導すべき内容 

・飲酒は生活習慣病などの要因となり、個人や社会環境への

対   

 策が必要であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

【思・判②】 

（学習活動５） 

学習したことを、個人及

び社会生活や事例と、比

較や分析、評価したうえ

で、筋道を立ててそれら

を説明している。 

〈観察・ワークシート〉 

【知・理③】 

（学習活動７） 

飲酒は、生活習慣病など

の要因となり、個人や社

会環境への対策が必要

であることについて理

解したことを発言した

り、記述したりしてい

る。 

〈観察・ワークシート〉 

５ 

薬
物
乱
用
と
健
康 

Ⅰ ねらい 

・薬物乱用は、心身の健康や社会に深刻な影響を与えること

から行ってはならないことや個人や社会環境への対策が必

要であることについて理解したことを発言したり、記述し

たりすることができる。 

・喫煙、飲酒と健康、薬物乱用と健康、感染症とその予防に

ついて、課題解決に向けての話合いや意見交換などの学習

活動に意欲的に取り組むことができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 薬物の俗称。 

２ 薬物の種類。 

３ 危険ドラッグとは。 

４ 薬物乱用による健康への影響。 

５ 薬物乱用開始の要因と、薬物乱用による社会的問題。 

６ 身近に潜む薬物。 

・薬物乱用を防止するためには（ロールプレイング）。 

指導すべき内容 

・薬物乱用は、心身の健康や社会に深刻な影響を与えること

から、行ってはならないことや個人や社会環境への対策が

必要であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

【関・意・態③】 

（学習活動４） 

課題の解決に向けての

グループ学習で、自己の

役割に責任をもち取り組

もうとしている。 

〈観察・ワークシート〉 

【知・理④】 

（学習活動６） 

薬物乱用は、心身の健康

や社会に深刻な影響を

与えることから行って

はならないことや個人

や社会環境への対策が

必要であることについ

て理解したことを発言

したり、記述したりして

いる。 

〈観察・ワークシート〉 
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６ 

感
染
症
と
そ
の
予
防 

Ⅰ ねらい 

・感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみら

れること、その予防には個人的及び社会的な対策を行う必

要があることについて、理解したことを発言したり、記述

したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 日本の死因の変遷。 

２ 免疫とは。 

３ 感染・発病について理解する。 

４ 感染症の定義について理解する。 

 ・新興感染症について。 

 ・再興感染症について。 

５ 感染症の発生と流行について理解する。 

６ 感染症の予防について理解する。 

 ・社会的対策について。 

 ・個人的対策について。 

指導すべき内容 

・感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみら

れること、その予防には、個人的及び社会的な対策を行う

必要があること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

【知・理⑤】 

（学習活動６） 

感染症の発生や流行に

は、時代や地域によって

違いがみられること、そ

の予防には、個人的及び

社会的な対策を行う必

要があることについて

理解したことを発言し

たり、記述したりしてい

る。 

〈観察・ワークシート〉 
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７ 本時の学習と指導（２/６） 

（１）ねらい 

・生活習慣病と日常の生活行動について資料等で学んだことを基に、仲間と情報を共有し、課題解決の方法を見

つけている。                                   【思考・判断】 

・生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な運動、食事、休養及び睡眠など調和のとれた健康的な

生活を続けることが必要であること、定期的な健康診断やがん検診などを受診することが必要であることにつ

いて理解したことを発言したり、記述したりしている。                   【知識・理

解】 

（２）資料及び準備するもの 

 スクリーン、プロジェクター、ノートパソコン、ワークシート、メッセージカード、移動式黒板 

（３）展開 

時間 学習の内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

導 

入 

 

５ 

分 

 

１ 挨拶・出席確認。 

２ 前時の振り返りをする。 

・がんとは何か。 

・我が国のがんの現状について。 

・がんに罹る要因について。 

・がんの早期発見について。 

・我が国のがんの現状について 

 

３ 本時の説明と確認。 

 

○挨拶をし、出欠、座席を確認する。 

○前時の内容「がん」の基礎知識等について要点を絞って確認

する。 

 

 

 

 

 

○プレゼンテーションソフトの画面を提示して説明を行う。 

○本時の学習の内容と流れを理解させる。 

展 

開 

 

３５

分 

４ がんと生活習慣の関係について学

習する。 

 

 

 

 

 

・個人の考えをワークシートに書

く。 

        ↓ 

・グループで話し合い、考えをワー

クシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○机間指導で学習の支援を行う。 

○前回の授業を踏まえて考えるよう伝える。 

○個人の考えをワークシートに記入して一人ひとりに考えさ

せたあと、グループワークを行わせる。 

○一人ひとりの考えを全員が伝えたあと、対話させ、意見をま

とめさせる。 

○がんは誰にでもかかる可能性があることを踏まえて、実生活

の行動から挙げさせる。 

○自分自身、がんにかかる可能性があることを理解させ、がん

は身近なものであることを感じさせる。 

○がんの予防と生活習慣が関係していることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 がんの知識を学び、予防のために何ができるか考えよう。 

「努力を要すると判断できる状況(Ｃ)」の生徒への手立て 

△気付きをうながすような声かけを続ける。 

△前時の授業内容を確認するように声かけをする。 

△自信のある答えを発言してみるように促す。 

「十分満足できると判断される状況(Ａ)」の生徒の具体的な姿 

○前時の授業で得た知識と実際の生活行動を結び付けて、自

分の考えを発言している。 

○周りの意見をメモするなど、自分の考えに取り入れている。 

◆生活習慣病と日常の生活行動について資料等で学んだ

ことを基に、仲間と情報を共有し、課題解決の方法を見

つけている。            【思考・判断】 

【発問】 

がんに罹らないための行動には何があ

るか。 
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５ がんの早期発見とがん検診の重要

性を学習する。 

 

 

 

 

・個人の考えをワークシートに書

く。 

↓ 

・グループで話し合い、考えをワー

クシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

６ 自他の健康に配慮した行動を考え

る。 

 

 

 

 

 

・個人の考えをメッセージカードに

書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 発表をする。 

 

○個人の考えをワークシートに記入して一人ひとり考えさせ

たあと、グループワークを行わせる。 

○一人ひとりの考えを全員が伝えたあと、対話させ、意見を出

させる。 

○がん検診の重要性や正しい知識が定着していないこと、自身

の健康を楽観視している傾向がある現状を理解させる。 

○がんは早期に発見することで治る可能性が高いこと、定期的

な健康診断やがん検診などの重要性を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○机間指導で学習の支援を行う。          

○４、５で学習したことを踏まえて、自分なりの考えが書ける

ようにさせる。 

○がんの原因や予防法、早期発見の重要性を学び、具体的な生

活習慣の改善を考えさせることで、がんの発症や進行を遅ら

せることができることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○個人で考えた内容をクラス全体で共有する。 

終 

末 

 

１０

分 

８ 課題に対するまとめをワークシー

トに記入する。 

９ 本時のまとめ・反省、次回の予告。 

 

 

 

 

10 挨拶。 

○課題に対する答えと理由を、本時の学習内容と既有知識をも

とに考えさせ、ワークシートに記入させる。 

○がんは誰にでも起こりうるもので、生活習慣の改善を図るな

ど今の自分にできることに取り組むことが、がんの発症や進

行を遅らせること。がん検診や健康診断を受診することが、

がんを早期発見し治す可能性を高めることを再確認させる。 

○本時の活動の様子について評価し、次回授業の予告をする。 

○全員でしっかりと挨拶を行わせる。 

 

「努力を要すると判断できる状況(Ｃ)」の生徒への手立て 

△資料や前時のプリントを参考にしてよいことを伝える。 

△気付きを促す声かけを続ける。 

△グループの中で分からないことを聞くよう声かけをする。 

「十分満足できると判断される状況(Ａ)」の生徒の具体的な姿 

○自分の考えを、他者へ発言したり具体例を挙げたりすること

ができている。 

○周りの意見をメモするなど、自分の考えに取り入れている。 

◆生活習慣病などのリスクを軽減し予防するには，適切な

運動、食事、休養及び睡眠など調和のとれた健康的な生活

を続けることが必要であること、定期的な健康診断やがん

検診などを受診することが必要であることについて理解

したことを発言したり、記述したりしている。  【知識・

理解】 

【発問】 

がん検診受診率が５０％以下である。 

なぜがん検診を受けない人が多いのか。 

【指導すべき内容】 

・がんは誰にでも起こりうるものだが、

罹患の危険を減らすために、生活習慣

の改善を図るなど、今の自分にできる

ことに取り組むことが必要であるこ

と。 

・生活習慣の中で、がんに罹る原因とな

るものは何かを判断すること。 

・定期的に健康診断やがん検診などを受

診することが、がんを早期発見し、治

す可能性を高めること。 

 

【発問】 

自分の大切な人(家族・友人・身近な人)

に対して、がんの予防に取り組むような

メッセージを考えよう。 
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face to face
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Ⅳ 令和２年度埼玉県がん教育推進連絡協議会について 

 １ 令和２年度埼玉県「がん教育推進連絡協議会」設置要綱 
（設置） 
第１条 学校におけるがん教育の充実を図るため、「がん教育推進連絡協議会」（以下「協

議会」という。）を設置する。 
 

（事業） 
第２条 協議会は、次の各号に掲げる事業を所掌する。   
（1）がん教育総合支援事業を推進するための支援体制の協議、検討 
（2）がん教育総合支援事業を推進するために係るその他の取組 

  
（組織） 
第３条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 
２ 協議会に委員長を置き、埼玉県教育局県立学校部保健体育課長をもって充てる。 
３ 協議会に副委員長を置き、委員の中から互選する。 
 
（運営） 
第４条 委員長は、協議会を総括する。 
２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 
   
（任期） 
第５条 委員の任期は、令和３年２月２６日までとする。 
 
（会議） 
第６条 委員長は、協議会を招集し、議長を務めるものとする。 
２ 委員長が必要と認めるときは、別表に掲げる者以外の県及び市町村等、関係機関の職
員の出席を要請することができる。 

 
（事務局） 
第７条 協議会は、会務を処理するために、事務局を埼玉県教育局県立学校部保健体育課

内に置く。 
 
（経費） 
第８条 協議会の経費は文部科学省から交付される委託経費をもって充てる。 
 
（その他） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定めるものとする。 
 

附 則 
 この要綱は、令和２年６月１７日から施行する。 ※国との契約の日とする。 
 
別 表（第３条関係） 委員 
学識経験者 
医師 
がん経験者 
疾病対策課副課長 
校長 
教諭 
養護教諭 
市町村教育委員会指導主事 
保健体育課長 
保健体育課主席指導主事 
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令
和
２
年
度

 
が
ん
教
育
総
合
支
援
事
業

 

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
が
ん
患
者
へ
の
正
し
い
理
解
及
び
命
の
大
切
さ
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。
 

健
康
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
、
自
ら
の
健
康
を
適
切
に
管
理
す
る
資
質
能
力
を
育
成
す
る
。

 

  
 
 
・「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
が
ん
患
者
を
含
む
国
民
が
、
が
ん
を
知
り
、
が
ん
と
向
き
合
い
、
が
ん
に
負
け
る
こ
と
の

 
 

 
 
 
 
な
い
社
会
」
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 
 
 
・
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
が
ん
に
つ
い
て
も
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
、
移
行
期
間

 
 
 
 

 

 
 
 
 
中
に
新
学
習
指
導
要
領
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

背
景

 
年
間
約
３
６
万
人
以
上
の
国
民
が
が
ん

で
死
亡
し
て
い
る
。

 

埼
玉
県
の
が
ん
検
診
受
診
率
が
５
０
％

未
満
で
あ
る
。

 

（
文
部
科
学
省
委
託
事
業
）

 

○
が
ん
教
育
を
推
進
し
て
い
く
教
職
員
・
外
部
指
導
者
を
対
象
と
し
た

「
が
ん
教
育
指
導
者
研
修
会
」
を
開
催
し
、
効
果
的
な
が
ん
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
。

 

が
ん
教
育
授
業
研
究
会

 

○
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
「
が
ん
教
育
授
業
研
究
会
」

を
開
催
し
、
効
果
的
な
指
導
方
法
の
検
討
と
指
導
資
料
の
作
成
及
び
授
業

モ
デ
ル
の
普
及
を
行
う
。

 

が
ん
教
育
指
導
者
研
修
会

 

 
・
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
が
ん
患
者
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
 

 
・
教
材
や
外
部
講
師
を
活
用
し
た
指
導
の
在
り
方
、
方
法
等
の
充
実
が
必
要

 

が
ん
教
育
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
作
成
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
が
ん
教
育
に
関
す
る
多
様
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
が
ん
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
が
ん
患
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
及
び
命
の
大
切
さ
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。

 

 

そ
こ
で
、

 

課
題
 

が
ん
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

 

【
構
成
委
員
２
２
名
】

 

学
校
関
係
者
、
学
校
医
、
医
療

機
関
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、

が
ん
経
験
者
、
行
政
関
係
者
等

 

・
 新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
が
ん
教
育
に
関
す
る
計
画
作
成
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
す
る
。

 

 
（
教
科
、
授
業
展
開
方
法
の
検
討

 
 
・
外
部
講
師
の
活
用
体
制
の
整
備

 
 
・
関
連
機
関
と
の
連
携
等
）

 

・
 取
組
結
果
に
つ
い
て
、
成
果
を
検
証
す
る
。

 
※
が
ん
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
に
報
告
さ
れ
た
実
施
結
果
を
冊
子
に
ま
と
め
、
県
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
県

立
学
校
等
へ
配
布
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２ 令和２年度がん教育推進連絡協議会委員名簿 
       推薦団体・推薦関係課・教育委員会 氏  名 職 名 所   属 

1 埼玉大学 七木田文彦 准教授 埼玉大学教育学部 

2 一般社団法人埼玉県医師会 丸木 雄一 医師 埼玉精神神経センター 

3 がん専門医 儀賀 理暁 教授 埼玉医科大学総合医療センター 

4 がん経験者 近藤 明美 社会保険労務士 近藤社会保険労務士事務所 

5 埼玉県公立小学校校長会 長井 圭子 校長 越谷市立大沢小学校 

6 埼玉県中学校長会 加松  浩 校長 熊谷市立富士見中学校 

7 埼玉県高等学校長協会 梶尾 勝則 校長 県立越ケ谷高等学校 

8 埼玉県小学校体育連盟 栗田  顕 教諭 深谷市立深谷西小学校 

9 埼玉県中学校体育連盟  中村 美紀 教諭 松伏町立松伏第二中学校 

10 埼玉県高等学校保健体育研究会 大屋 将人 教諭 県立新座高等学校 

11 埼玉県養護教諭会 小林 牧葉 養護教諭 所沢市立安松小学校 

12 埼玉県養護教諭会 根岸 幸代 養護教諭 熊谷市立荒川中学校 

13 埼玉県養護教諭会 米本 真弓 養護教諭 県立杉戸高等学校 

14 埼玉県養護教諭会 川端 奏子 養護教諭 県立けやき特別支援学校 

15 授業検討会代表（小学校） 櫻井 達夫 室長補佐兼指導主事 上里町教育委員会学校教育指導室 

16 授業検討会代表（中学校） 米倉 孝輔 指導主事 川口市教育委員会学校教育部指導課 

17 県保健医療部疾病対策課 矢萩 義則 副課長 県保健医療部疾病対策課 

18 県立学校部保健体育課 伊藤 治也 参事兼課長 県教育局県立学校部保健体育課 

19 県立学校部保健体育課 新井 克仁 主席指導主事 県教育局県立学校部保健体育課 

３ 令和２年度 がん教育授業検討委員会 名簿 
○小学校、中学校、高等学校において、がん教育を具体的に展開するための内容等を検討する。 

  推薦団体・推薦関係課・教育委員会 氏  名 職 名 所   属 

1 埼玉大学 七木田文彦 准教授 埼玉大学教育学部 

2 がん専門医 儀賀 理暁 教授 埼玉医科大学総合医療センター 

3 埼玉県小学校体育連盟 栗田  顕 教諭 深谷市立深谷西小学校 

4 埼玉県中学校体育連盟  中村 美紀 教諭 松伏町立松伏第二中学校 

5 埼玉県高等学校保健体育研究会 大屋 将人 教諭 県立新座高等学校 

6 埼玉県養護教諭会 小林 牧葉 養護教諭 所沢市立安松小学校 

7 埼玉県養護教諭会 根岸 幸代 養護教諭 熊谷市立荒川中学校 

8 埼玉県養護教諭会 米本 真弓 養護教諭 県立杉戸高等学校 

9 埼玉県養護教諭会 川端 奏子 養護教諭 県立けやき特別支援学校 

10 授業検討会代表（小学校） 櫻井 達夫 室長補佐兼指導主事 上里町教育委員会学校教育指導室 

11 授業検討会代表（中学校） 米倉 孝輔 指導主事 川口市教育委員会学校教育部指導課 

12 授業研究者（小学校）  矢内 里美 教諭 上里町立長幡小学校 

13 授業研究者（中学校） 川俣 泰幸 教諭 川口市立戸塚中学校 

14 授業研究者（高等学校） 黒﨑 直樹 教諭 県立栗橋北彩高等学校 
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